
マネジメント体制

•総合メディカルゾーン協議会

•徳島医療コンソーシアム

•徳島県地域医療支援センター運営会議

診療規模の適正化

•徳島大学病院地域医療教育・研究セン
ターの設置

•救急・災害医療センターの設置

教育・研究への拡充

•卒前・卒後研修の見直し

•メディカルゾーン臨床研修センター

•研究時間の確保

医療機関の機能分化

•徳島では十分といえない医療の提供

•メディカルゾーンゲノム医療センター

教育・研究

大学病院を中核とした総合メディカルゾーン深化のための
地域医療教育・研究センターと持続的次世代医療基盤の整備促進事業

①教育用WiFi（病棟）整備

②解剖教育DX導入
3D解剖台＋CT/VR

③研究データ基盤
統合・構造化＋可視化

④モバイル型動態X線導入
救急×教育×研究

⑤ DPC集約（県連携）
複数病院データ統合

期待効果（アウトカム）
教育

現場で文献・学習・評価へ即時アク
セス／反復・標準化された解剖学習

研究
抽出→解析→検証の短縮／研究スピ
ード・質向上／論文化まで一貫支援

地域連携
県内DPC集約で研究基盤拡充／治験
・臨床研究機会拡大／連携深化

教育DX＋研究DX＋臨床高度化を同時推進し、教育・研究・診療の『好循環』を創出

総合メディカルゾーンの強化
メディカルゾーン臨
床研修センター

・救急搬送症例の
集約化幅広い症例
数

・豊富な指導医に
よる研修力の増加

メディカルゾーン救
急・災害医療セン
ター

・両病院での融合型
研修の推進

・指導医、教育ツー
ルの共用化・効率
化

徳島大学病院地域医療教育・研究センター

徳島大学病院では、病床数692床に対して2,000人／日、470,000人／年の外来患者が来
院し、医師は診療に多忙を極めており、教育・研究に費やす時間の確保に苦慮している。
また、徳島県では、徳島大学病院と県立中央病院が隣接し、連絡橋（メディカルブリッ

ジ）で繋がる全国にも例のない環境にあり、また、県南部、西部、北部の県立病院等も含
め「総合メディカルゾーン」を形成している。

県立中央病院と連絡橋で繋がる類稀な環境と県立病院等と連携している
総合メディカルゾーンの特性を活用し、各病院に大学関連組織を配置して
大学病院への患者集中を是正することで、病床・人的資源の最適化による
経営環境の改善と教育研究基盤の充実を図る。診療分散と人材再配置によ
り、持続可能な大学病院モデルへの構造転換を実現する。
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